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赤羽末吉「けちんぼおおかみ」論
―?アイヌ民話を絵本にすること―?






















































フーテンナフー ハオ ピシタ サパシ 浜辺に下りて
フーテンナフー ハオ フンペ リカ クジラの肉を
フーテンナフー ハオ チセヒネ 私は持って
フーテンナフー ハオ アイヌ コタン アイヌの村の
フーテンナフー ハオ ソイケ チクシ そばを通った。
しかし、原話のニュアンスを神沢利子の文はできるだけ残そうとしていることが伺える。例えば、原話
の出だし「アイヌ コタン（人間の 村の）ソイケ チクス（そばを 通った）インカラ ウシケ（見











































































１ 田村すず子『アイヌ語辞典 沙流方言』草風館 1996年
２ 萱野茂『ひとつぶのサッチポロ』平凡社 1979年
３ 『蝦夷画帖』村上島之丞 1800年代始め（文化年間）内閣文庫蔵 ここでは『アイヌの世界』（泉靖一／編
1968年）から図を入れた。







『キナラブック 口伝 アイヌ民話全集１』中川裕・校訂 大塚一美・編訳 北海道出版企画センター 1990年




図1 絵本「けちんぼおおかみ」表紙 図2 子ども拝礼の図
図3 チセ三葉 図4「ソウヤ・アイヌの屋敷」ヌサ場
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図6 小玉貞良の『蝦夷人遊猟図』図5 子どもカリプ遊びの図
図7 絵本見返し 図8「アイヌの世界」裏表紙より
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